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I. はじめに 
 みなさんの学級に、知的な遅れはないけれど、教科書の文章を飛ばして読む子ども、文

字を反対に書いてしまう子ども、聞いたことをすぐに忘れてしまう子どもなどはいません

か。また、何度教えてもなかなか計算ができるようにならない子どもや教室を飛び出して

いってしまう子どもはいませんか。そういったお子さんは、実は表には見えてこない課題

をもっているかもしれません。 

たとえば、文字を書くときに、字の大きさがばらばらで、ノートの線からはみ出して書

いたり、鏡文字を書いたり、文字を上手に書けない子どもがいます。文字を書くときに

は、いくつかの能力を必要とします。まず、文字の形を正確に覚えなくてはいけません。

書き順も覚える必要があります。単語を書く時には、適切な文字を選んで正しい綴りで文

字を並べなければなりません。文字をどこに書けばよいか、場所を確認する力も必要にな

ります。そして、鉛筆を手で動かし、文章全体のバランスを考えて大きさなどを調整しな

くてはなりません。字の大きさがばらばらでも、それはどういったことが要因でばらばら

になってしまうのかを把握する必要があります。原因を把握することで、適切な支援がで

きるようになり、少しずつ改善が見られるようになります。 

本書は、主に通常学校の教員のみなさんに向けて、クラスの中で問題を抱えている子ど

もの課題把握と指導のためのヒントを記載しています。また、プロジェクトのパイロット

通常学校において、実践も行い、その事例も記載しています。 

 

II. チェックリスト 
 このチェックリストは、普段の学校生活や授業で課題のある子どもたちのどこにニーズ

があるのかを把握することを目的としています。障害の判別を目的としたものではありま

せん。 

チェックリストの記入方法・留意事項 

1. 下記にあるチェックリストは 4 人の子どもまで記入することができます。学年と、

各児童生徒の出席番号やイニシャルなど、後から教員が子どもを特定できる情報を記

入してください。 

2. 子ども一人ひとりを目の前にしてやる必要はありません。教員が一人ひとりを思

い浮かべて回答してください。 

3. 項目は「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」、「計算する」、「時間・空間・因果関係を

理解する」、「身体を動かす」、「対人関係」「行動する」にわかれています。それぞれ

の項目の質問について、以下の基準に従って点数を入れてください。 
「あてはまる」→4 
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「ややあてはまる」→3 
「どちらかといえばあてはまらない」→2 
「あてはまらない」→1 

4. チェックするときは、「同学年の他の子どもと比較してどうか」を判断の基準とし

てください。 

5. 必ずすべての項目に点数を入れるようにしてください。 

「どちらかといえばあてはまらない（2 点）」、「あてあまらない（1 点）」がある場合、

4 ページ以降に記載してある項目ごとの具体的な支援を参照して、学校生活や授業の

中で支援を検討してください。 

8. チェックリストででてきた点数は、子ども一人ひとりのニーズを把握し、具体的な

指導が行えるようにするためのもので、成績や診断の値ではないことにご留意くださ

い。 

9. 個人情報の取り扱いには十分に注意し、必要に応じて保護者とも情報共有をおこ

なってください。 

 

チェックリスト 
学年：                                                 番号  番号  番号  番号 

 項目     

1.聞く 

1 集中して相手の話を聞くことができる。         

2 聞いたことを忘れずに覚えている。         

3 
個別に言われた時も、集団場面においても、指示を理解して従うことができ

る。 
        

4 クラスでの話し合いをよく理解し、積極的に参加する。         

2.話す 

1 同学年の子ども相応もしくはそれ以上の語彙をもっている。         

2 文法的に誤りのない、完全な文で話す。         

3 筋道を立てて、経験や自分の考えを述べることができる。         

4 友だちと学年相応の会話をすることができる。         

3.読む 

1 アルファベット一つひとつの名前がわかる。（例えば、A をエイと読める）         

2 
アルファベット一つひとつの発音の仕方がわかる（例えば、A をアと読める）

（構音障害の場合を除く）。 
        

3 
長母音と二重母音、ヤ、イェ、ヨ、ヨ-の入った音節や単語を正しい発音で読め

る。 
        

4 
文字を飛ばしたり、勝手読みをしないですらすらと音読ができる（吃音の場合

を除く）。 
        

5 活字体で書かれた文も、筆記体で書かれた文も正しく読める。         
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4.書く 

1 アルファベットを聞いて正しく書ける。         

2 単語を聞いて正しく書ける。         

3 
長母音と二重母音、ヤ、イェ、ヨ、ヨ-の入った音節や単語を聞いて正しく書け

る。 
        

4 似ている形の文字を区別して正しく書くことができる。         

5 活字体の文字も、筆記体の文字も正しく書ける。         

5.計算する 

1 指を使わずに 1 桁同士の数の足し算・引き算ができる。         

2 
繰り上がりや繰り下がりのある計算が同じ学年の子どもと同じくらいにでき

る。 
        

3 同じ学年の子どもと同じくらいに文章題を解くことができる。         

4 九九を覚えている。         

6.時間・空間・因果関係を理解する 

1 なぜこうなったのかという理由を正しく理解することができる。         

2 位置や空間を表すことば（右左・東西南北など）を正しく理解している。         

3 図形を正しく模写することができる。         

4 時計を正しく読んだり、時間を表すことばを正しく理解したりできる。         

7.身体を動かす 

1 ハサミを使う、ボタンをかけるなどの手先の操作は器用にできる。         

2 きれいな整った文字を書くことができる。         

3 なわとびやボール投げが学年相応にできる。         

4 鉄棒やマット運動が学年相応にできる。         

8.対人関係 

1 休み時間や放課後に友達と遊ぶことができる。         

2 ルールを守って遊ぶことができる。         

3 相手に配慮しながら仲間と協力して活動することができる。         

4 「貸して」「ありがとう」「ごめんなさい」などが適切に言える。         

9.行動する 

1 
目的に沿って行動を計画し、指示されなくても順序通りに行動することができ

る。 
        

2 
気が散ったり、そわそわと身体を動かしたりせずに課題に集中することがで

きる 
        

3 忘れ物や物をなくすことがなく、身の回りの物を散らかさずに整理できる。         

4 自分勝手なおしゃべりをせずに、話を最後まで聞くことができる         

5 衝動的にならずに感情をコントロールし、落ち着いて行動することができる。         

6 予期せぬ状況になっても気持ちを切りかえることができる。         

合計     
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III. ニーズの理解と具体的な支援方法 
 

 

 

-こんな子どもがあてはまります 

集中して相手の話を聞くことが苦手。 

一度聞いたことをいつも覚えられない。 

指示された内容を理解して従うことができない。 

クラスでの話し合いに参加しない。 

聞き間違いが多い。 

 

-考えられる原因 

注意が逸れやすい。 

言葉を理解する力が弱い。 

耳で聞いた情報を上手に脳で処理して理解することが難しい。 

耳で聞いた情報を正しく記憶することができない。（聴覚的な短期記憶の困難） 

聴覚に問題がある（この場合は、病院で検査をしましょう） 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

集中して一斉の指示を聞けない場合は、話し手の顔を見るように促したり、

肩に手を置いたりして顔を向き合わせてから話をするようにしましょう。 

目で見て分かる絵カードを見せたり、文字を使って書き出したりして、耳で

聞くだけの場面を減らしてあげる。 

一度に多くの内容を話すのではなく、短い文でひとつずつ理解を確認しなが

ら伝えるようにする。 

クラスの前の方に座ってもらうようにする。 

抽象的な言葉の使用を避け、具体的な言葉で説明しましょう。 

子ども

に促し

たい行

動 

話を聞くときには話し手の顔を見るように促しましょう。 

分からないことがあったら質問するように促しましょう。 

高学年の子どもの場合、メモ帳をつねに持たし、聞いたことを忘れないよう

にメモしてもらうようにしましょう。その際、教員は重要なポイントを強調

してあげると、メモがとりやすくなります。 

 

  

1. 聞く 
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-こんな子どもがあてはまります 

同年代の子どもに比べて短く単純な文で話す。 

話すときの文の文法に誤りが多い。 

筋道を立てて、自分の経験や昨日の出来事などを話すことができない。 

同年代の友達と、年齢相応の会話ができない。 

 

-考えられる原因 

知っている語彙が少ない。 

自分の考えをまとめることが難しい。 

複雑な構文で表現することに慣れていない。 

興味の幅が狭い。 

自分が話していることばにつられて、はじめに言おうとしたことから逸れてしまう。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

子どもが言おうとしている内容について、短い文で表現のモデルを提示す

る。 

子どもが表現した文を適切な形に直して聞かせる/書いて示す。 

誰が、どこで、いつ、なにを、どうしたか、など、文章に入れなければなら

ないことをヒントとして出してあげる。 

一問一答形式で質問する。 

話す内容やテーマを確認してから話してもらいましょう。 

話すことが負担にならないよう、楽しく話す場面を増やす。 

子ども

に促し

たい行

動 

子どもが好きなものや、昨日の出来事など、子どもが話しやすい話題を選ん

で話してもらいましょう。 

絵やあらかじめ書いておいた単語など、視覚的なヒントを見ながら話すよう

促しましょう。 

質問に完全な文章で答えるよう促しましょう。不完全な文の場合は、表現の

モデルを聞かせましょう。 

 

 

  

2. 話す 
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-こんな子どもがあてはまります 

会話では発音に誤りはないのに、モンゴル語の文字 1 文字 1 文字を正しく発音すること

ができない。 

長母音や、ヤ、ヨ、イェの入った音節や単語を正しい発音でよむことができない。 

文章を読んでいると、文字を飛ばしたり勝手に違うように読んだりすることがある。 

文章の内容を正しく読みとることができない。 

 

-考えられる原因 

文字と音との対応のルールが十分に身についていない。 

文字のまとまりを音に置き換えたり、意味のあることばに対応づけたりすることが難し

い。 

読んでいる部分を目で追うことができていない。 

読んでいるときに違うこと（文字の形やスペースなど）に注意がいって、言葉の意味を

把握することに集中できていない。 

文と文の関係性の理解が難しい。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

すべての文字の入った絵カードを 1 枚ずつ見せ、一緒に発音する。 

長母音や、ヤ、ヨ、イェなど、読みにくい部分に印をつけて気づかせる。 

単語のレベルで正しく読める練習をしてから、その単語が含まれる文の読み

に入りましょう。 

重要な部分にマーカーを引いてあげましょう。 

読みやすいように文字の大きさや単語と単語の間隔を工夫する。 

子ども

に促し

たい行

動 

読んでいるところを指で押さえながら読む。 

1 行だけ見えるページカバーを利用たり、定規をあてたりして、読んでいる

ところ以外の情報が入らないようにして読むように促しましょう。 

 

 

  

3. 読む 
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-こんな子どもがあてはまります 

黒板の文字を見て書き写すことが難しい。 

ノートの線からはみ出して書いてしまう。 

ディクテーションを間違う。 

鏡文字を書く。 

似ている文字を間違えて書く。 

 

-考えられる原因 

文字の形を認識することができない。 

写す部分がどこかわからない。 

細かい部分に注意が向かずに間違えてしまう。 

聞いた言葉を文字に置き換えられない。 

姿勢や鉛筆の持ち方が悪い。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

一行ごとの行間が大きいノートや、書きやすいようにガイドの点線がはいっ

たノートを使う。 

黒板の書き方を工夫して、ノートに写す部分を分かりやすく、簡潔にする。 

黒板の文字と手元のノートの間で視線を往復させて見比べることが難しい子

どもの場合は、ノートに写す部分は、プリントにして配布し、手元を見なが

ら写すことができるようにする。 

文字を薄く書いておき、その上からなぞるように書いてもらいましょう。 

手本を示す際に、子どもが間違えやすい部分に下線を引くなどして、注目し

やすくしてあげましょう。 

子どもに単語を書かせる場合、はじめは短い単語で練習させましょう。 

子ども

に促し

たい行

動 

体が前のめりになっていないか、机に対して平行か、鉛筆は正しく持ててい

るかを注意する。 

文を書くとき、声に出しながら書くようにする。 

 

 

  

4. 書く 
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-こんな子どもがあてはまります 

簡単な計算や暗算ができない。 

筆算のときに桁がずれる。 

繰り上がり、繰り下がりのある計算ができない。 

文章題を解くことが難しい 

 

-考えられる原因 

数量の概念を理解していない（数を聞いたり数字を見たりしても数量のイメージがわか

ない）。 

計算のルールがわからない。 

頭の中だけで数を操作することが難しい。 

文章題に書かれている内容を理解し、数式に置き換えることが難しい。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

具体物、ブロックなどを利用して計算を解くようにする。 

筆算のときにケタを間違わないように線を引いておく。 

時間がかかってもいいように、プリントの問題数を少なくする。 

文章題の内容を図で表す。 

子ども

に促し

たい行

動 

ブロック・数え棒など数の量が分かるような道具を活用して計算を解く。 

暗算に頼らず、紙に書きながら計算する。 

文章題の中で、計算に大事なところに下線を引く。 

 

 

  

5. 計算する 
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-こんな子どもがあてはまります 

図形を描くことが難しい。 

地図を読み取ることが難しい。 

道に迷いやすい。 

自分の持ち物をうまく片付けることが難しい。 

時計を読んだり、時間を表す言葉（1 時 40 分など）を正しく理解したりすることができ

ない。 

出来事の理由や原因を理解することができない。 

 

-考えられる原因 

目で見たものを認知する力が弱い。 

空間的な位置関係の把握が難しい。 

形を目で見て正確に捉えたり、手を使って形を構成したりすることが難しい。 

時間の概念（分、時間、日など）が育っていない。 

見聞きした情報を総合的に判断することが難しい。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

簡単な形から練習を始め、少しずつ複雑な形を描くことに慣れていくように

支援する。 

形を言葉でも説明してあげる。 

精密な図が描けていなくても、大まかな図が描けていれば正解にしてあげ

る。 

持ち物を分けて入れる箱を用意してあげる。 

地図の中の注目すべきところに印をつけてあげる。 

授業の開始時間や終了時間を時計の模型で示す。 

時計の長針、短針の位置に気づかせて時間を示したり、カレンダーを見せて

日にちや曜日を説明したりする。 

出来事の因果関係をことばで説明して聞かせる。 

子ども

に促し

たい行

動 

2 つの形の違いをことばで言う。 

簡単な形を手本の真似をして書く。 

時計の針の位置をことばで言う（短い針が 7 のところにあります、など）。 

「なぜこうなったのか」「このあとどうなるのか」を考えさせる。 

  

6. 時間・空間・因果関係を理解する 
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-こんな子どもがあてはまります 

マット運動のときにバランスが崩れる。 

いすに座っていてもすぐに姿勢が崩れる。 

ボールを上手に投げられなかったり、受け取れなかったりする。 

ハサミを使う、ボタンの留めはずしなどが上手にできない。 

他の人が読めない文字を書く。 

 

-考えられる原因 

身体の筋肉が不必要に緊張していたり、極端にゆるんでいたりする。 

身体各部の協調した動きが難しい。 

目の動きと手の動きの協調が難しい。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

ゆれたり、バランスをとったりするような活動を取り入れる。 

自分の身体を意識させる（腕を上に伸ばすなど）活動を取り入れる。 

いすに座りやすいように、高さを調節したり、足の下に台を置いてあげる。 

ハサミを使う、ボタンをとめる、ひもを結ぶなど、手先を使う機会を豊富に

与える。 

子ども

に促し

たい行

動 

身体を動かすときは、スピードよりも正確さを意識するよう促す（ゆっくり

でいいから丁寧に行うように促す）。 

座るときは、いすに深く腰掛け、背中を背もたれにしっかりつけて座らせ

る。 

手元をよく見てハサミやボタンを操作するよう促す。 

 

 

  

7. 身体を動かす 
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-こんな子どもがあてはまります 

集団の遊びでルールを守って遊ぶことができない。 

友達のそばにはいるが、一人で遊んでいる。 

自分勝手な行動を取る。 

友達と仲良くしたいけれども、上手に関係を築けない。 

 

-考えられる原因 

ルールを理解することが難しい。 

友だちとのかかわり方が分からない。 

相手の意図を理解できない、表情から感情を読み取ることができない。 

ことばの理解力や表現力が弱い。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

簡単なルールの遊びから始めるよう、教員が介入する。 

ルールを言葉で説明してあげる。 

その子どもが得意な遊びからはじめる。 

相手がどんな顔をしたらいやなのかなど、気持ちを読み取るような課題に取

り組む。 

子ども

に促し

たい行

動 

困ったときには教員のところに来るように伝えておく。 

何か問題が起こったときには、後で一緒にそのことを振り返り、何が原因だ

ったのか、どうすればよかったのかなどについて一緒に考える。 

 

 

  

8. 対人関係 
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-こんな子どもがあてはまります 

ぼんやりとしていて、人の話を聞いていないことが多い。 

課題や遊びに注意を集中し続けることが難しい。 

指示に従って最後までやり遂げられない。 

忘れ物やものをなくすことが多い。 

身の回りの整理整頓ができない。 

 

-考えられる原因 

見たり聞いたりすべき対象に注意を向けることが難しい。 

周囲からの刺激によって別の物に注意がそれやすい。 

注意を向けられる時間が短い。 

耳で聞いて理解する力が弱い。 

2 つのことに同時に注意を向け続けることが難しい。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

教員が話すときは、「今から先生が話します」などの声かけをする。 

長い説明はいくつかの短い文に分けて、子どもの理解を確認しながら伝え

る。 

作業手順を短い文やイラスト、身振りで示し、流れが分かるようにする。 

活動は短いいくつかの時間に区切り、区切りことに子どもの気持ちを整え

る。 

窓側や廊下側などは刺激が多いので、座らせないようにする。 

子ども

に促し

たい行

動 

教員の話を聞くときには、椅子の背もたれに背中をつけ、身体を教員の方に

向けて聞く。 

机の上には必要なものだけを出し、余計なものは机やカバンの中にしまって

おく。 

物を使ったら、元の場所に戻すようにする。 

教室を移動するときは、落し物や忘れ物がないかどうか机の周りを確かめ

る。 

 

 

  

9. 行動（注意散漫） 
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-こんな子どもがあてはまります 

じっと着席していることができない。 

順番を待つことができない。 

教室の机の上や棚の上などに上ったり、走り回ったりする。 

話し始めるととまらない。 

授業中に自分勝手に発言をする。 

他の人がしていることをさえぎる、邪魔をする。 

相手の質問が終わらないうちに答えてしまう。 

 

-考えられる原因 

自分の注意や行動をコントロールする脳の働きに何らかの機能障害がある。 

周囲の状況を理解する力が弱い。 

「わがまま」や「自分勝手」とは違う。 

 

-指導の際の工夫 

教員が

行う工

夫 

立っている場所を枠で囲むなど、目で見て分かりやすいようにする。 

待たなければならないときに、待つ時間が分かるようにしたり、いすを用意

したりする。 

窓際の席は気が散りやすいので避ける。 

待てたときや我慢できたときはほめる。 

課題を具体的な言葉で、簡潔に伝える。 

子どもが課題に取り組む時間を短く区切って、区切りごとに気持ちを切りか

えさせる。 

課題に集中すべき時間が分かるように、針が動いたり終了時間を音で知らせ

るタイマーなどを活用する。 

発言のルールをあらかじめ決めておく（手を上げて指名された人だけが発言

できる、など）。 

してはいけないことを確認する。もししてしまったら、どうしたらよかった

のかを話し合い、代替行動を説明する。 

子ども

に促し

たい行

動 

課題が一区切りしたら、休憩を入れるようにする。 

落ち着きがなくなってきたら、静かな場所で少し休憩するようにする。 

短時間で終わる作業を積み重ね、少しずつ長い時間待てるようにする。 

 

10. 行動（多動・衝動性） 
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IV. パイロット校における子どものニーズに応じた指導法支援の取り組みの事

例 

該当するカテゴリー:   

1. 聞く 
1. 学年 5 年生 
2. 実施期間 2018 年 10 月～2019 年 4 月 
3. 子どもの特

徴、学習に

おいて見ら

れる問題点 

• 文字は分かるが、似た文字を間違えて読む。例えば、С-Ш, Ц-З  
• 間違えて書く。   
• 一部の母音字の発音を正しく読むことができない。例えば、Ө 文字を二重

母音の発音で読む。  
• 二重母音をきれいに発音できない。 
• 文字を間違えて書く。  
• ノートの枠からはみだして書くことが多い。 
• 読むことができない。 

4. 考えられる

理由 
• 言語器官の障害 
• 発音や文字の読み方を間違える。 
• 文字の書き順やつなげる順序を間違える。  
• 2 つの文字を繋げて読むことができない。 
• 読み書きができないため、モンゴル語の授業における意欲が低い。 

5. 合 理 的 配

慮、具体的

な支援内容 

学習内容、指導法の工夫・配慮 
• 質問シートを記入し、診断する。 
• 適切なツールを選ぶ。 
• 重ねて、真似して書くツールを選ぶ 。 
• 音節を覚えさせるために音節表を活用する。 
• 音節を書かせる。 
• 発音を直すために発音できない文字が入った 1 つの音節の単語を言わせ

る。 
• 1 つの音節からなる単語を覚えさせる。 
• 短い文章の書き写しをさせる。 
• 対象児の趣味やできることをもとに発達を促すように注意して取り組む。 
施設や環境面における工夫、配慮 
特になし 

周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
• 教員の机の前に席を置き、同じレベルの児童の近くの席にした。 
• 教員と会話ができる機会を増やしている。 
• クラスメートが授業でわからないことなどを支援する。 
• 保護者と常に連絡を取り合い、子どもの発達を評価し、保護者に対しても

支援や助言などをしている。 
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6. 実施した活

動の成果、

改善点 

対象児を正しくアセスメントすることで、適した指導方法、ツールを選びや

すくなった。 

      

文字の接続を間違えるため、正しく書けるように書き方を真似させて書かせ

た。 

 

正しい書き順で書くようになった後、音節表を用いて音節の書き写しをさ

せ、覚えさせ、間違いをその都度直すようにした。 
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文字の接続を正しく書けるようにする、文字と文字の間にスペースを取る

ことや 1 つの音節からなる単語の読み書きができるようにする、発音の間違

いを直すために当該文字や発音を含む 1 つの音節からなる単語の書き写しを

させる、絵カードを用いながら暗記できるようにする。このような方法で指

導することによって 1 つの音節からなる単語、短い文章を正しく書き写せる

ようになった。さらに書くスペースをはみだすことなく、文字と文字の間の

スペースをも取るようになっている。また、1-2 つの音節からなる単語が入っ

た短い文章を読めるようになってきている。     
            

書き写しの課題の達成状況 

  
              前 後 
       

1 つの音節からなる単語を覚えさせる絵カードツールの例 
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短い文章を読んでいる様子  

短い文章：1  
アマル（人の名前） 

「アマル、座って。アマル、本を読んで。アマルさんに聞いて下さい。アマ

ルは牛乳を飲んだ。」  
 
短い文章：2  

きのこ 
「森の中にきのこが生えた。きのこで料理を作る。きのこは美味しい。」 
 
対象児が授業に興味を持って積極的に取り組めるように、対象児ができる

ことや興味のある授業や教材を用いて指導している。さらに、教員と会話が

できる機会を増やすために、教員の机の前に対象児の席を配置している。 
対象児は算数、人間と自然といった授業にとても興味をもっており、積極的

に参加するようになった。 
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   工夫した教材例： 

7. 成果を振り

返り、評価

した担任の

教員の感想 

• 対象児の積極性が増した。 
• 今まで対象児はモンゴル語の授業に興味がなく、教科書やノートを家に置

いてきていた。しかし、対象児に合った指導方法、ツールを用いて個別に

指導した結果、文字を正しくつなげて書けるようになり、短い文章を正し

く書き写せるようになった。また、1~2 つの音節からなる単語を読めるよ

うになってきている。 
• クラスメートが手伝うようになった。 
• クラスメート、保護者の間での差別意識がなくなった。 
• クラスメートと常にコミュニケーションを取っているので自己表現力が向

上した。 
• 今後、3 つの音節からなる単語の読み、1~2 つの音節からなる単語の読み書

きができるようにしたい。 
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該当するカテゴリー:   
2. 話す 

1. 学年 6 年生 
2. 実施期間 2018 年 11 月～2019 年 4 月 
3. 子ども特徴、

学習におい

て見られる

問題点 

• 板書を書き写す時に間違える。  
• 暗記して書く時に間違える。 
• 書き写しを間違える。  
• 字を書くことが苦手。 
• 作文を書く時に単語を間違える。 

4. 考えられる

理由 
• 視力が弱い。 
• 集中力がない。  
• 聞いたことを書くことができない。 

5. 合理的配慮、

具体的な支

援内容 

• 席はクラスの中で一番前の列に配置している。 
• 理解し、助けられる児童と同じ席に座らせる。 
• 保護者と協力する。  
• この期間中に言葉を覚えさせ、書き写しの宿題を毎日少しずつ出

して行った。文字と文字を正しく繋いで書くことを教え、母音文

字の特性について教えた。 
• 単語を鉛筆で書いてあげて、その上をなぞらせた。また、対象児

のノートに文字を書いてあげて、対象児が模倣して書くようにし

た。 
• ノートに書き写す部分を紙に大文字で印刷し、対象児に渡し、書

き写す前に 1 回対象児に読ませていた。  
• 1 つ、2 つの音節からなる言葉を大きな声で読み、暗記して書か

せている。書かせる前に各単語を 1 回読んであげている。  
• 教科書を提供した。  
• 正しい姿勢で座らせて書かせている。 

6. 実施した活

動の成果、改

善点 

成果：  
• 1～2 つの音節からなる単語を暗記して書く際の間違いが少なくな

った。  
• 板書を書き写す時の間違いが少なくなった。 
• 教科書を書き写す時の間違いが少なくなった。 
• 授業中に何もしなかったが、積極的に参加するようになった。 
• 書く時の姿勢が良くなった。 
今後の改善点： 
• 文字の書き方を改善する。 
• 正しい書き方を初めから説明し、理解させる。 
• 短い文章を暗記して書けるようにする。 
• 書く時のスピードを上げる。 
• 作文を自分で書けるようにする。  
• 3 つもしくは 3 つ以上の音節からなる言葉を間違えることなく、

書けるようにする。 
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前 

 
後 

 

暗記した文章の書き 

7. 成果を振り

返り、評価

した担任の

教員の感想 

モンゴル語で間違えずに書けるようにするには時間がかかった。し

かし、プロジェクトによる講義等で聞いたことや分かったことをもと

に指導した結果、対象児が以前よりもできるようになり、そのことを

うれしく思っている。対象児は教科書を書き写す時の間違いが少なく

なり、授業に積極的に参加し、板書の書き写しができるようになった。

対象児の授業に対する意欲や関心が高まってきた。 
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該当するカテゴリー： 
2. 話す    

1. 学年 7 年生 
2. 実施期間 2018 年～2019 年の 2、3 学期 
3. 子どもの特徴、

学習において見

られる問題点 

口数が多い。いつも手を挙げて話そうとする。授業に全く関係の

ない他の話をする。 

4. 考えられる理由 教員の注意を常に引こうとする。（おそらく、対象児は孤独を感

じているかもしれない。自分が言おうとしていた重要なことを忘

れる。） 
5. 合理的配慮、具

体的な支援内容 
学習内容、指導法の工夫・配慮： 
 対象児の席を教員に近い、一番前の列に配置した。 
 話そうとしていることを順番に話すように指導した。個別の

面談や会話の時間を 2 週間に 1 回とるようにした。 
 対象児の特性に応じた個別教育計画を作成して取り組んだ。 

 
 
施設や環境面における工夫、配慮 
特になし。 
子どもを取り囲む環境における取り組み： 
 仲の良い友達を隣の席に配置した。  
 順番に話すように指導し、担任は助言を行った。  
 教科の教員たちも同様に順番に話すように指導し、助言しな

がら取り組んだ。 
保護者との連携： 
保護者と話し合い、対象児と常に会話するように助言した。 

6. 実施した活動の

成果、改善点 
対象となっているこの対象児に個別に助言をしながら、取り組んだ

結果、対象児は自分の言いたいことを簡潔に表現できるようになっ

た。 
7. 成果を振り返

り、評価した担

任の教員の感想 

担任をはじめ、教科の教員たちも対象児に簡潔に話しかけるように

したり、人に話してよいこと・いけないことを考えるように助言し

たりしてきた。その結果、他人に話していいこと、話さなくてもよ

いことの区別ができるようになった。 
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該当するカテゴリー：       
2. 話す         
4. 書く     

1. 学年 9 年生 
2. 実施期間 2、3 学期 
3. 子どもの特徴、

学習において見

られる課題 

話す、書くことに課題がある。 
1. 文や長い文章を読んで理解できない。 
• 文を読んで内容を聞くと答えない。  
• 文を読んで内容を自分の言葉で話せない。 
• 文を読んで感じたことや感想を表現して書けない。  
• 作文を書く時に単語を正しく繋げて書けない。 
2. 発音が似ていて、意味が異なる単語を混合して書く。 
例えば： 
 「見つけた（Олжээ）-なった

（болжээ）」  
 
3. 必ずあるべき単語を抜かして

書く。 
「人々の生活には車はとても重要です。」 
 
4. 作文を書く時に文章の構成を間違える。あるいは単語が欠けてい

る。そのため、意味が分からず、文章の内容が欠けてしまう。   
 
 
 
 
 

4. 考えられる理由 順番や理由、自分の経験や意見を言えない。まとめて書くことや言う

ことが苦手。知っている単語数が少ない。  
保護者及び子ども自身が課題を認識していない。母親はうちの子ども

はとても頑張っているし、宿題も良くやっているのになぜ成績が良く

ないのかと思っている。 
5. 合理的配慮と具

体的な支援内容 
学習内容、指導法の工夫・配慮 
• 教材を工夫する。  
• 教室の中で一番前に列に席を配置し、成績が一番良い子どもの隣

にする。  
• 問題集のやり方、説明を対象児だけに再度言う。  
• 常に質問し、書かせる。  
• 誰？どんな？何を？どうして？などの質問で誘導し、文章を書か

せる。  
 
 
 
 
 

誰？ どうした？ 何を？ どんな？ 

子どもたち   学んだ 歌を 新しい 
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保護者との連携：  
母親に対して子どもを客観的に

評価し、子どもの学習能力を認

識することを促すために助言す

る。 
 
単語帳を作る。 
A. 2 学期に毎日新しい単語 1 つ 
B. 3 学期に毎日新しい単語 2 つ 
 

その他： 
毎日、放課後の 20 分間を活用し、担任と一緒に短い文章を読む。読

んだ後、内容を理解したかを確認する。 
6. 実施した活動の

成果、改善点 
文章を書き写す時や作文を書く時に単語を抜かして書いていたが、そ

れが少なくなった。例えば、「車」と題した作文を書いたときは以下

のように書けるようになった。 
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7. 成果を振り返り

評価した担任の

教員の感想 

対象児の書く力を高めるために取り組んだ。  
9 年生の国語の国家試験の例文「飛行機」と

いう文章を読み、理解し、そのとおりに

「車」という作文を書く課題に取り組んだ。

この取り組みによって上述した作文を 4～5 回

も書かせ、修正した。  
また、「保健」、モンゴル縦文字、英語、数

学、歴史、社会科の授業を教えている教科の

教員たちと協力して取り組んだ。対象児の作

文を書く能力が向上している。 
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該当するカテゴリー：   
2.話す 
4.書く   

1. 学年 5 年生 
2. 実施期間 2018 年 12 月～2019 年 3 月 
3. 子どもの特徴、

学習において見

られる問題点 

• 授業では落ち着いて座れない。 
• 舌の奥から言う“Н”と舌の先でいう“Н”の発音の区別ができな

い。  
• 人と話す時に慌てる。言葉をはっきり言えない。言っている言

葉が分かりにくい。  
• 同年代の子どもたちとコミュニケーションをとることが難し

い。 
• 黒板に書いた言葉を見てノートに書き写すことができない。  
• 暗記して書く時に単語を間違える。 
• 足し算、引き算ができない。 

4. 考えられる理由 • 集中力が低い。 
• 物事を理解する、区別する能力が低い。 
• 自信がない。 
• 舌の奥から言う“Н”と舌の先でいう“Н”の発音の区別ができな

いので言葉が分かりにくく聞こえる。 
• 言おうとしていることをまとめて言う能力が低い。 
• 書き写す部分を理解できない。 
• 聞いたことを書くことができない。 

5. 合理的配慮と具

体的な支援内容 
学習内容、指導法における工夫、配慮 
• 週 6 時間の授業を月・水・金曜日に個別に教えている。 
• 舌の奥から言う“Н”字と舌の先でいう“Н”字が入った 1 つ、2 つ

の音節からなる単語を復唱させ、読み書きをさせている。

（хана（壁）、унь（ウォ二）、тана（タナ）、тун（とても）、

сан（基金）、ганган（おしゃれ）、лувсан（ロゥフサン/人の名

前）、хонь（羊）、байшин（家）など） 
• 舌の奥から言う“Н”と舌の先でいう“Н”が入った単語を使って

早口言葉、短文を書き、話す。 
• 対象児の好きな絵カード、サイコロ、ボールなどを使って一緒

に遊びながら短文で話す。 
• 対象児が単語を正しく言う時や書く時に良くできるようになっ

ていることを褒める。 
• 教員は、板書をノートに書き写す部分をハイライトで示すか、

あるいは大きな文字で紙に印刷する。 
• 間違えた単語を真似て書かせ、対象児に大きな声で読ませ、書

かせる。 
• 数学の問題を解く時に覚えた数字を書かせる。 
施設・環境面における工夫、配慮 
別の教室を整備し、教材を整備した。（小さい机、椅子、本棚、絵

カード、物語の本など）。学校の 4 ヵ所にスロープを作った。 
周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
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• クラスメートに勉強を一緒にするよう助言している。 
• 毎週金曜日に対象児の保護者に会い、対象児が学んだ単語や文

章を渡して家で復習させるように助言している。 
• 体育の教員は運動が良くできるようになったと対象児を褒める

ようになった。 
その他  
• 保護者に対して子どものために毎日 5 分間の時間を作り、子ど

もが今日一日学校で学んだことについて聞き、会話するように

助言している。 
6. 実施した活動の

成果、改善点 
• 対象児は自分が良くできるようになったと褒められるととても

喜んでいる。 
• 毎日、「先生勉強しても良いですか？」と聞くようになった。 
• 1 つの音節からなる舌の奥から言う“Н”と舌の先でいう“Н”を大

きな声で言えるようになり、区別ができるようになった。 
• 足し算、引き算ができるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• 授業中に少し休憩させ、サイコロなどで遊びながら会話をする

ことで会話を積極的にするようになった。 
• 早口言葉をとまらずに言えるようになった。（Намрын цас 

хайрна（秋の雪は冷たい）、Хаврын цас хална（春の雪は暑

い）、Шаврыг усаар зуурна（粘土を水で）） 
• 線が入ったノートに板書をきれいに分かりやすく写せるように

なった 
• 暗記して書く時は、書く言葉を大きな声で言いながら書くこと

で間違いが少なくなった。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• 対象児は「先生は私をクラスメイートの成績が一番良い子ども

と同じように褒めているので、私はクラスのリーダーにもなる

ことができるかもしれない」と言うようになった。 
• 対象児は「クラスメートは私と話すようになった。私は前に友

だちが 1 人しかいなかったけど、今は友だちがたくさんできま
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した」と言うようになった。  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
• 綺麗に書けるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 

7. 成果を振り返り

評価した担任の

教員の感想 
 

今回の取り組みをする前は、対象児は学校に来て授業が終わるま

で何も話すことなく、黙って帰っていた。教員が質問すれば答える

子だった。保護者は学校に来ることがなく、教員に全く連絡しなか

った。年に 1・2 回、保護者会議に来るくらいで、学校生活のことを

あまり気にしていなかった。  
このプロジェクトが始まり、担任の方から、プロジェクト活動に参

加したいと対象児の保護者や対象児本人に要望した。指導の工夫を

することで大きな進歩が見られた。例えば：  
- 自分が他の子どもたちと同じだということを認識するよう

になり、学校に来るときは家が近い友だちと一緒に来るよう

になった。 
- 授業にクラスメートと話し合いながら取り組むようになり、

休憩の時は友だちと一緒に遊ぶようになった。 
- 対象児を褒めるとより頑張るようになった。 
- 保護者は毎週時間がある時は学校に来るか、あるいは電話で

教員と連絡を取り合うようになった。 
- 対象児の学習状況は非常に良くなっており、間違えることな

くきれいに書けるようになった。 
- 自分の発音などを気にせずに話せるようになった等の良い

変化があった。  
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該当するカテゴリー：   
3. 読む 
4. 書く  

1. 学年 3 年生 
2. 実施期間 2018 年 10 月～2019 年 3 月 
3. 子どもの特

徴、学習にお

いて見られる

問題点 

• モンゴル語アルファベットの文字を全部知っており、発音も正

しく言うが、単語は書けない。 
• 単語の中にある長母音を短母音の発音で読む。 
• 文字を間違えて読む。 
• 複数の文章を聞くと理解できない。一部を忘れることがある。 
• きちんとした文章で話せない。単語を上手につなげて話せな

い。知っている単語が少ない。 
• 自信がない。 
• 活字体から筆記体に書くことができるが、途中で文字を落とし

て書き間違いをする。 
• 文字と文字の接続を間違えるため、とてもゆっくり書く。書い

たものが読みにくい。 
• 暗記して書くことができない。 
• 家庭環境があまりよくなく、生活習慣に影響している。 
• 自立して学習する方法を身に付けていないため、教員のサポー

トや要求を受けながら勉強をしている。 
4. 考えられる理

由 
• 音節で読めないため、2 つの文字を合わせてどのように読むか

を分からない。音節を覚えていないため、単語を音節で読めな

い。 
• 単語の中の長母音字を分かっているが、読む時は短母音字の発

音で読んでしまう。 
• 集中力がない。書いたものをきちんと見ないので間違えて書

く。 
• 他者とのコミュニケーションはあまりなく、本を読まないので

知っている単語数が少ない。話すときの語彙が少ない。 
• 集中力がなく、教員の話をあまり聞いていないので理解できな

い。 
• 知っている単語数が少ないため、自己表現や意見を言うことが

苦手。 
• 読めないため、書き写しの時は文字を一文字ずつ見ながら書い

ている。そのため、抜けや間違いが多い。  
• 音節で読めないため、2 つの文字を合わせたらどのように読む

かを分からず、はっきり聞こえた文字だけを書く。 
• 生活習慣が身についておらず、食生活も偏っているため、授業

中に頭痛や気分が悪い、腹痛などを訴える時がある。これは学

習の遅れに影響している原因でもある。 
• 保護者は授業を欠席させることがある。（保護者は対象児に妹弟

の面倒を見させたり、家事の手伝いをさせたりすることが多

い） 
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5. 合理的配慮と

具体的な支援

内容 

学習内容、指導法における工夫、配慮 
• 遊ぶことが好きなことに基づいて

子音字と母音字を合わせた単語を作って

読ませている。 
• 音節を覚えさせている。 
• 音節ごとに区分し、色でマークし

た単語を読ませている。 
• 自転車に乗ることが好きなので自

転車に関する様々な文章を読ませて

いる。そして内容を確認している。 
• 長母音字をマークした音節を読ま

せている。  
• 大文字で書いた短文を読ませてい

る。 
• 簡単な文章を読ませている。 
• 暗記させている。 
• 教員と一緒にクラスメートが書い

た暗記試験を修正している。クラスメ

ートが書いたノートを修正することで

単語を覚え、読む力が向上した。はじ

めは遅かったが、今は早く直せるよう

になった。また、対象児は自分を教員

みたいだと喜んでおり、それが対象児

にとって励みになっている。 
• マンガや短い物語を読ませてい

る。 
• 指の微細運動を発達させるために

積木、パズル、踝などを通じて指導してい

る。 
• 文章を重ねて書くようにしている。書く時

に読み上げている。 
• 筆記体で書いて文章を綺麗に書き写すよう

になった。 
• 4~5 文字で構成される文章を読み、覚えて

来るように宿題を出し、次の日に暗記した

文章を書かせるようにしていた。この方法はとても効果的だっ

た。 
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• 対象児に 1 年生向けの読む課題を

読ませたところ、読むスピードがあが

った。読むことが好きになった。 
• 対象児の読み書きの能力が良くな

るたびにほめるようにしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
• 自転車が好きなので自転車が入った文章を読ませている。意味

について話をさせる。  
• 対象児の母親に会い、対象児の発達について話し、今後どのよ

うな可能性があるかについて話し合った。 
• 保護者に対し、対象児とどのようにコミュニケーションを取っ

て行くべきか助言している。 
• 保護者に対し、連絡帳にその日の宿題やどのようにするかにつ

いて記入して渡している。 
• 保護者に対象児の好きなおもちゃや趣味などに基づいて勉強さ

せるよう助言している。 
• 教室の中で対象児の席を定期的に変更し、優秀な子どもと一緒

に教員の近いところに席を配置している。 
6. 実施した活動

の成果、改善

点 

• 対象児の短期目標：音節の読み書き、暗記した文章や単語を間

違えずに書く、綺麗に書き写しができるようになる、といった

短期目標が達成された。 
• 対象児の長期目標：読むこと、暗記した文章や単語を書く、自

立的に学習に取り組むようになる、読んだものの内容をきちん

とした文章で言えるようになるといった目標がある。従って対

2018 年 11 月 5 日  

この時は読みづらい字で、間違い

が多かった。 

 

2019 年 3 月 6 日 

 書き写しを間違えなくなり、書き

方も綺麗になった。 
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象児は現在 1 分間に 10~15 個の単語を読めるようになった。読

んだものについて文章で言えるようになった。しかし、暗記し

て書くことはまだ十分ではない。 
• 対象児自身が読むことに自信をもつようになった。 
• 授業を欠席しない。遅れても学校に来るようになった。 
• 教員への手伝いやサポートを積極的にするようになった。 

7. 成果を振り返

り、評価した

担任の教員の

感想 

• 対象児についてもっと調べ、実態をより把握し、監察し、学習

における遅れの原因を突き止める必要がある。 
• 対象児の保護者を学習活動に参加させ、子どもとどのように取

り組んでいく必要があるかについて助言し、個別教育計画を作

成すること。 
• 対象児を他の子どもと比較せず、その子どもの成長を評価する

必要がある。 
• 学習において遅れがある子どもを指導している教員は、その子

どもに適した教材、手引き、ツールを準備する必要がある。 
• 対象児の好きなことや趣味などを活かした指導法を取り入れる

こと。 
• 子どもがやり遂げたことに対して褒めること。 
• 子どもに時間を与えること。 
• クラスメートに正しく理解してもらうこと、クラスメートの協

力を促すこと。そのために教員が一緒に取り組むこと。 
• 対象児を部活など放課後活動に参加させ、才能を見つけ出し、

伸ばしてあげること。社会性を積極的に促すことで自立能力を

身に付けさせる。 
• 対象児の能力に合った宿題を出すこと。 
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該当するカテゴリー：        
2. 読む      
4. 書く 

1. 学年 2 年生 
2. 実施期間 2～3 学期 
3. 子どもの特

徴、学習に

おいて見ら

れる問題点 

• 書き写す時に間違える。 
• 暗記して書けない。 
• 文字を飛ばして読むなどの間違いをする。 
• 暗記したことを書く時に長母音字、一部子音を間違える。 
• 対象児は身体的に健康であり、知的にも問題がないが、授業におい

て集中力がない。 
• 性格は不安定である。 
• 自立して何かに取り組む能力は低い。 
• 学習において同年代の子どもたちより遅れている。 

4. 考えられる

理由 
• 単語の形を覚え、理解することができない。 
• 聞いたことを言葉に表すことができない。 
• 目で追って読むことができない。 
• 違うことに注意を向ける。例えば、単語の意味などを説明している

時に集中させることができない。 
5. 合理的配慮

と具体的な

支援内容 

学習内容、指導法における工夫、配慮（教材選びを含む） 
• 対象児の集中力が低く、すぐに他の事に注意を向けてしまうことを

考慮にして対象児の席を一番前に配置した。 
• 対象児をどのように指導して行くかについて学校のワーキングチー

ムと協力して計画を立てて取り組んだ。 
• 対象児の宿題を個別に準備して渡すようになった。 
• 担任は指導法を改善した。 
単語を音節で区別し、色で区別した。こうした課題を対象児と同じよう

な子どもたちにも与えている。 
 
 
 
 
 

 
 

難しい単語を分かりやすくする。 
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書き写しのためのお手本を準備する。 

周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
保護者と一緒にある程度協力して取り組み、助言を行った。 
その他 
ワーキングチームで取り組む活動計画： 
№ 実施する活動 期間 担当教員 

1 対象児の実態能力に適した宿

題を用意する 
1 月 14 日 ワーキングチーム 

2 短文を読ませる、内容を話し

てもらう。 
月曜日、水曜日 デジドマー 

ボヤンヒシグ 
3 暗記したことを書かせる。 月曜日、水曜日 デジドマー 
4 時間を図って読ませる 火曜日、木曜日 テルビシドラム 

トゥメンジャルガル 
5 対象児の保護者に助言をし、

協力する。 
毎日 デジドマー（担任） 

 

6. 実施した活

動の成果、

改善点 
 
 
 
 

 
実施前 実施後 

1 分に 10~18 個の単語を読む。音

節を分かっているが、読むスピー

ドは遅い。 

30 個以上の単語を読むようになった。 

暗記したことを書く時に母音字、

子音字を間違える。 
暗記したことを書く際の間違いが少なくな

った。 
黒板に書いたことをノートに書き

写す時に間違える。 
板書を書き写す時にほとんど間違えなくな

り、文字を綺麗に書くようになった。 
集中力が続かない。 話す能力が向上した。 
学習において同級生より遅れてい

る。 
私はできるという自信がついた。 

 
 

個別に子どもの実態能力にあった宿題を用意する

必要がある。 
放課後、個別に指導したことが効果的だった。 
 
 

 

7. 成果を振り

返り、評価

した担任の

教員の感想 

• 対象児は短期間でいろいろな進歩がでた。 
• 対象児の性格、発達、生活環境、両親の学歴などを良く調査し、実

態を把握したうえで教員が適切な指導法で取り組み、工夫や配慮が

できれば、子どもはある程度成長できるということを実感した。 
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• ワーキングチームと協力して取り組んだため、短期間で成果が得ら

れたと思う。 
• 1 つのチームとして協力した教員たちに感謝したい。 
• 対象児自身が毎日宿題に積極的に取り組んでくれたことに、担任と

してとても喜びを感じている。 
• このプロジェクトが当校で実施されたことにより、子どもは自分の

能力にあった指導を受け成長した。教員たちも互いの協力すること

によって新しいことを学び、指導法においても豊かな経験を得るこ

とができたと確信している。 
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該当するカテゴリー：   
4.  書く 
1. 学年 4 年生 
2. 実施期間 2018 年 9 月～2019 年 3 月 
3. 子どもの特

徴、学習にお

いて見られる

問題点 

• 黒板が良く見えない。（視力が弱い） 
• 暗記して書くことができない。 
• 色を区別できない。 
• 単語を音節でわけることができない。 
• 2 の段と 5 の段の九九は覚えているが、他は覚えていない。 

4. 考えられる理

由 
• 視力が弱いため、全ての教科に遅れがある。  
• 対象児はカザフ族のため、モンゴル語で話すことや書くことが

苦手 
• 視力が弱いため、色を区別できない。 
• 文字を知っているが、書く時は間違える。 
• 物事の関係性を考える能力が低い。 
• 教員がモンゴル語で言う単語をカザフ語で書き、母音字を足し

て書いてしまう（例えば、эрдэм-эрэдэм（学問）、эрхэм – 
эрэмэхэн（大切な）、бяр – баяр（力）、баяр – баяар（祭り）、

тарвас -таравас（スイカ））。 
5. 合理的配慮、

具体的な支援

内容 

学習内容、指導法の工夫、配慮 
• 教室の中では対象児の席を一番前の列に配置した。 
• 対象児の保護者と協力し、視力を検査してもらい眼鏡をかける

ようにした。 
• 教員は対象児のために大きな文字で書いた教材を用意するよう

になった。 
• 教員は対象児と話し、理解したことをノートに書かせている。 
• 対象児に色紙を使って明るい色から教えて覚えさせている。 
• 毎日、色を覚える楽しいゲームをさせる。 
• 対象児に暗記したことを書かせるために、対象児自身に大きな

声で言わせて書かせている。 
• 歩き、歌、絵カードなどを活用して 3 の段、4 の段の九九を暗

記させている。 
• 対象児に九九を暗記させるために、九九を聞かせ、対象児自身

に復唱させる方法を使っている。 
• 授業の時は常にモンゴル語で話すようにしている。 
• 放課後前後や家に帰る時に 2 つ、3 つの音節からなる単語を書

いてくる課題を出している。 
• 童話を常に読ませている。 
施設環境面における工夫、配慮 
対象児のために別に教室を整備した。色のカード、形、明るい色の

粘土などの教材を用意した。学校の 4 つの棟の外にスロープを作っ

た。 
周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み  
• 以前は年に 1 回程しか話せなかった保護者だが、対象児の保護

者に対象児の学習能力が上がっていることを伝えるようになっ
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てから、今は毎週時間がある時に学校に来て教員に会い、時間

がない場合は電話で話すようになった。  
• クラスメートに友だちになるように助言している。 
• 教科の教員たちに対象児の特徴について説明することにより、

対象児に対する教員たちの指導法は変わってきた。 
その他  
• 対象児の保護者に対して娘と毎日話すように助言した。 
• できれだけ家ではモンゴル語で話すように助言した。 

6. 実施した活動

の成果、改善

点 
 
 
 
 

• 対象児はクラスメートと比べて学習面で遅れが見られなくなっ

た。（ある日の子どもと保護者の会議で対象児は「先生が私を

クラスの中の優秀な生徒の 1 人になっていると言った」と話し

ていた。） 
• 教員は黒板に書いたものではなく、個別に用意した教材を活用

するようになった。 
• 対象児は明るい色を区別できるようになった。今は中間色や形

を覚えている。 
 

 
 
 
 

 
 

• 対象児は形や粘土で作品を作ることが好きになった。 
• 対象児の保護者と協力して視力検査を受け、対象児の視力にあ

った眼鏡をかけるようにした。 
• 対象児に暗記したものを書かせる時は、対象児自身に大きな声

で言わせて書かせたところ、間違いが少なくなった。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

• 対象児は教室の壁に貼ってある九九を良く見ることができない

ため、教員が先に言って対象児に復唱させて覚えさせた。 
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• 対象児は教員やクラスメートと楽しくコミュニケーションがで

きるようになった。 
• 対象児の保護者は以前保護者会議に参加することや教員に会う

ことがなかったが、今は週に 1 回は教員と会い、対象児の成長

をとても喜んでいる。 
7. 成果を振り返

り評価した担

任の教員の感

想 

プロジェクト活動に参加する前： 
対象児がカザフ族の子どもだったため、モンゴル人の子どもと話す

より難しかった。さらに対象児は九九を覚えていない、色の区別が

できない、板書を見て正しく書き写せない、形の区別ができない、

暗記して書くことが苦手など、クラスの中で学習の遅れが目立った。 
プロジェクト活動に参加した後は以下のような変化が見られた。  

- 分からないことを教員に聞くようになった。 
- 色を区別できるようになった。 
- 円形、三角形の区別ができるようになった。 
- 暗記したことを書く際の間違いが少なくなった。 
- 粘土できれいな作品を作るようになった。 
- 創造力が豊かになった。 

多くの成果が得られた。最も重要なことは、対象児の保護者が教員

と会うようになったことである。子どもの成長を見て非常に喜んで

いる。「うちの子どもはなぜこんなに良くなっているのか」という発

言も聞かれた。 
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該当するカテゴリー:   
5. 計算する   

1. 学年 2 年生 
2. 実施期間 2018 年 11 月～2019 年 5 月 
3. 子どもの特

徴、学習に

おいて見ら

れる問題点 

• 10 以内の計算をする時に間違える（指を使わずに） 
• やることの順番を間違える。 
• 筆算の時は桁を間違える。 
• 繰り上げあるいは繰り下げた数字を忘れる。 
• 文章題を解くことができない。 

4. 考えられる

理由 
• 対象児はいつも授業を欠席しているため、学習が遅れがち。 
• 数字の意味がわからない。 
• 想像力が弱い。 
• どれを先にやるかが分からない。 
• 自分のできることからやるので順番を間違える。 
• 算数の授業に集中できない。 
• 文章題を読んで意味が分からない、想像することができない。 

5. 合理的配

慮、具体的

な支援内容 

学習内容、指導法における工夫、配慮 
• 対象児の席を教員の席の近く、一番前の列に配置する。 
• 対象児が 10 以内の足し算と引き算ができるように指導する。 
• 対象児が数字や方程式の名前を言えるように指導する。 
• 対象児に数字の書き方を身に付けさせる。 
• やることの順番を正しく決めることができるように指導する。 
• 文章題を読んで理解できるようにする（絵や簡単な文章などを書

けるようにする） 
施設設備における工夫、配慮 
• START プロジェクトにより合理的配慮を整備し、「子ども発達セ

ンター」を開設した。 
周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
• 対象児の席をクラスの中で成績の良い子どもと同じ席に配置し、

確認し、対象児ができたことを適宜褒める。 
• 対象児の進歩をクラスメートに紹介し、奨励する。 
• 授業中にどのような課題に取り組んだか、どれに取り組んでいな

いかについて保護者に報告し、協力する。 
その他 
• 対象児の保護者と話し、なぜ欠席しているのかについて話し合

い、欠席を少なくする方法は何か、その可能性を探った。 
• 対象児の父親は地方に仕事で出張することが多い。母親は乳児が

いるので学校に送迎する人がおらず、学校に行かせない時があ

る。 
• 欠席を少なくするために、対象児の家と近いクラスメートと一緒

に行くようにした。 
6. 実施した活

動の成果、

改善点 

• 授業中に課題への取り組みを観察できるように、一番前の列に席

を配置した。また、成績の良い子どもを対象児の隣の席にし、授

業中に支援するようにお願いした。 
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• 対象児は箸やひつじの踝を使って 10 以内の足し算と引き算ができ

るようになった。 
• 暗算する力を身に付けさせるために、指を使って計算ができるよう

に指導した。例えば：7+いくらで 10 になりますか？と聞いて、指

7 本を出してもらって、残りの指は何本ですか？などと教えた。今

は 10 以内の足し算と引き算ができるようになった。 

 
 

• 普通の足し算、引き算と足し算、引き算と足し算の混ざった計算式

を解けるようになった。 
計算に順番をつけるようになった。 
計算間違いを自分で見つけて修正できるようになった。 
計算の順番を決めたあとに計算をするようになった。 

 
 
• 数字を正しく書けるようになった。（1 コマに数字を 1 つ書く） 
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• 数字の桁を分解させ、10 の桁の意味を教えた。（学習にマッチを使

った。） 

 
• 文章題の文章を別に用意し、ノートに貼り、その後にどんな問題を

どのように計算したかを振り返ることができるようにした。 

 
• 文章題のポイントをハイライトにして対象児に何度も読み、イメ

ージができるようにした。 

 
• 文章題を計算する時に主な内容を理解させ、何をどのように計算

するかを理解させることが重要である。 

 
7. 成果を振り

返り、評価

した担任の

教員の感想 

• 対象児に 2018 年 11 月 20 日にチェックリストを使ってアセスメン

トしたところ、算数の課題があったため、算数の能力を向上させ

ることを中心に取り組んだ。 
• 個別教育計画を作成して取り組んだ結果、対象児は短期間で進歩

がみられた。 
• 学習に対して意欲をもつようになり、宿題をするようになった。

また、授業に積極的に参加するようになった。 
• 数字の意味を理解し、暗算ができるようになった。 
• 計算の順番が分かるようになった。また、計算間違いしたところ
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を気づくことができるようになった。 
• 保護者の教員との協力が増えた。保護者は教員及び学校の活動を

サポートするようになった。 
• 2019 年 4 月 20 日に再度チェックリストでアセスメントをしたとこ

ろ、「算数」の能力だけではなく、その他の能力も向上していた。 
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該当するカテゴリー：         
6. 時間、空間、因果関係を理解する                                   
1. 学年 8 年生 
2. 実施期間 2018 年 11 月～2019 年 3 月 
3. 子どもの特

徴、学習に

おいて見ら

れる問題点 

集団で活動する能力が低い（協調性がない）、ルールを守って遊ぶ

ことができない。  
ちょっと貸してください、ありがとう、ごめんなさいといった言葉

を適切に使えない。 
4. 考えられる

理由 
相手の合図を理解していない。表情の変化や感情を読み取り、理解

することができない。   
友だちとどのように接したら良いか分からない。 

5. 合理的配

慮、具体的

な支援内容 

簡単なルールの遊びをする。（教員も参加する） 
チームのルール、役割責任をチームで協力して作ることを試みた。 
相手がどんな表情をすれば怒るか？など他者の感情や様子を観察す

る。 
難しいことが起きた時に教員に言うように指導する。 
直面した問題を教員やクラスメートに言い、一緒に解決する手段を

身に付けさせるような活動を実施した。 
対象児に何らかの問題が発生した時は、そのことを対象児に話さ

せ、一緒に振り返り、その原因を考えるようにするためにチームの

リーダーにした。 
6. 実施した活

動の成果、

改善点 

• 対象児は他者の話を聞く、他者と意見交換をする、他者と協力

して決定を出す、他者と適切にコミュニケーションをとる、遊

びのルールを守ることなどを理解できるようになった。 
• ありがとう、ごめんなさい、ちょっと貸して下さいなどの言葉

を適切に使えるようになった。 
改善点 
• 相手の表情の変化、感情を読み取ることが苦手な状況である。

これを改善しなければならない。 
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7. 成果を振り

返り、評価

した担任の

教員の感想 

担任は学校のワーキングチームに参加していない。 
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該当するカテゴリー：      
6. 時間、空間、因果関係を理解する            

1. 学年 6 年生 
2. 実施期間 2019 年 1 月 22 日～6 月 
3. 子どもの特

徴、学習にお

いて見られる

問題点 

対象児は物事を理解するのが遅い。教員が言っていることを理解

し、直ぐにノートに書く能力が低い。コミュニケーションをとるこ

とや自己表現力、学習における自立能力が低い。認知能力は良くも

ない、悪くもない。 
4. 考えられる理

由 
脳に障害を受けており、弱視である。数学の授業が好きだが、読解

力が低いため、課題を素早く解くことができない。 
5. 合理的配慮、

具体的な支援

内容 

• クラスの他の子たちと同じ内容の授業を、より簡単に分かりや

すくして教える（こうすることによって対象児はクラスメート

と協力する能力を身に付け、学習における遅れも少なくなる）。 
• 対象児は責任感が強く、努力家である。授業を通じて得た知識

を日常生活の中で活用できるように宿題を出す（例えば、1000
トゥグルグでどんなものを買ってくることができるか？） 

• 家族全員の年齢を合わせて平均で何歳ですか？どんな授業が面

白いですか？あなたの家に三角形、四角形の家具はいくつあり

ますか？などの質問で数字に慣れさせる。 
• よくできたことをほめる。 
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教室の中で対象児の席を一番前の列に配置する。場合によって教員

の隣に席を配置する。こうすることで対象児は授業に集中し、教員

と話し、理解しやすくなる。 
対象児のみに指導するのではなく、クラス全体に指導を行ってい

る。その理由は対象児の他者とのコミュニケーション、協力する能

力を促し、授業以外での社会性を高めるためである。仲の良い友だ

ちと一緒に黒板で計算をする、休みの時間に友だちと一緒に遊ぶ、

友だちと一緒に復習する、友だちの感想を聞き、褒める、クラスメ

ートは全員が互いを理解し合うべきだということを理解させるこ

と。そのためにクラス全体を対象にしたゲームや試合などを実施し

ている。 
クラスの女子たちに対象児を差別せず、授業において助け合うよう

に助言する。 
6. 実施した活動

の成果、改善

点 

対象児は口数が少なかったが、今ではとてもオープンに話ができる

ようになった。  
分からないことや授業について教員に聞くようになった。  
教員が好きだと言うようになった。クラスメートと仲良くなった。  
九九を覚えた。 
1000 以内の足し算と引き算ができるようになった。  
対象児の最も大きな変化は教員とより仲良くなり、オープンになっ

た。今後、対象児と一緒に頑張っていくことや対象児の自己表現力

を促進する方法をみつけていくことができた。

 
7. 成果を振り返

り、評価した

担任の教員の

感想 

対象児は初めて学校に来た時よりもずいぶん変わった。クラスメー

トと一緒にいることが好きになった。クラス全体の活動に積極的に

参加するようになった。教員たちとオープンな会話ができるように

なり、自分の意見や感想を教員やクラスメートに表現できるように

なった。デザインや技術、数学の授業がとても好きである。 
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該当するカテゴリー：     
7. 身体を動かす 
 
事例なし  
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該当するカテゴリー：   
5. 計算する 
8. 対人関係 
9. 行動（注意散漫） 

1. 学年 3 年生 
2. 実施期間 2018-2019 年度の 2、3 学期 
3. 子どもの特

徴、学習にお

いて見られる

問題点 

• 桁の概念がわからない。  
• 計算の順番をクラスの他の子たちに比べてまだできていない。 
• 計算問題の内容や質問を区別できない。 

4. 考えられる理

由 
• 数字を書く時に桁を間違えて書いて計算を間違える。 
• 保護者の子どもへの指導が不十分である。また、子どもへの注意

が不十分である。 
• 集中力が短く、すぐに注意が逸れてしまう。 
• 他者の注目を浴びることが好き。そのため様々な行動を起こす。 

5. 合理的配慮、

具体的な支援

内容 

学習内容、指導法における工夫、配慮 
桁の概念を理解させるために、以下の工夫をした。 
A.同じ色の鉛筆、ブロックなどのツールを用いて指導する。 

 
 
B.授業が始まる前に単位を意識するように言う。 
                          
 

 
 
 
 
 

C.1、10、100 の桁を覚えた後、ノートに書く数字を単位を揃えて書く

ようにし、計算する（教員は黒板に一緒に書く）  
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D.隣の席の子どもが書いた数字を自分が書いた数字と照らし合わせ

る。 
 

1.どの順番で計算するかを考えさせる。  
 

( ) × + 
÷ − 

 
2.順番に沿って計算をする。見本に丸をつける。 

 
 

3.計算問題の内容を理解させるために以下のことに取り組んでいる。 
А.問題の計算する部分と質問の部分にハイライトをつける。  
B.簡単に書かれた計算問題を読ませる。 
C.計算して出した答えを言わせながら書かせる。  

 
 

6. 実施した活動

の成果、改善

点 

環境 
• 学校や家で学習したことをノートで確認し、間違いを修正す

る。  
• やや難しい計算や問題を対象児が自分で解いた後、教員が解

いたものと照らし合わせて修正する。  
• 5～10 日間の計算キャンペーンを実施し、早く計算することを

競う。 
• 授業の最後に、ノートに計算問題を 1 題正しく計算できてか

ら家に帰している。 
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• 難しいことはクラスメート全員に説明し、ノートに記入させ

ている。  
• 対象児の保護者に、2 週間に 1 回程度助言を行っている。 
• 対象児の計算をする能力が上がり、クラス全体の達成度は

88％になった。  
• 対象児は、計算の内容や計算の仕方を考えるようになった。 

• 計算して出した答えを必ずノートに書くようになった。  
• 省略して書かないようになった。 

7. 成果を振り返

り、評価した

担任の教員の

感想 

• 簡単な方法で適切な教材を選び指導すれば、子どもは計算をする

ことが好きになる。  
• 身近なものを授業に取り込む。 
• 手の指を使うことは、子どもたちに長さや重量の関係性を理解さ

せることに有効だった。 
• クラス全員が算数の授業に積極的に取り組むようになり、クラス

全体の成績が上がった。 

 



50 
 

該当カテゴリー:   
9. 行動（注意散漫） 
10. 行動（多動・衝動性） 

1. 学年 11 年生 
2. 実施期間 2018 年 11 月 5 日～2019 年 5 月 20 日 
3. 子どもの特

徴、学習にお

いて見られる

問題点 

学習に遅れがあるため、授業に対して消極的である。目標がない、時

間を守れない、欠席が多い、内気な性格であり、口数が少ない。 

4. 考えられる理

由 
• 時間を守れない。 
• 授業以外の時にインターネットをみて時間を過ごすことが多い。 
• 責任感が弱い。 
• ルールを守れない、集団で活動するのが苦手。 

5. 合理的配慮、

具体的な支援

内容 

2 学期 
取り組んだ活動： 
時間を守るようにするために： 
-日記を書かせた。教員がノートを買ってあげ、日記の書き方を教え

た。 

 
 
時間 
曜日 

8:00-
13:15 

13:30- 
15:30 

16:30-
18:00 

18:30-
19:30 

19:30- 
21:00 

21:00 
以降 

月曜

日 
授業 
 

練習

問題 
部活 休憩

時間 
復習（宿題） 自由

時間 
 
対象児自身の計画シート  
1 日の活動の計画表を作成した。毎日の宿

題や自立活動や練習問題をやる時間を計

画し、計画に沿って取り組んだ。 
学習における遅れを取り戻すために： 
• 2 学期に学ぶ各教科で対象児自身が目

標を設定し、短期計画を作成した。 
• 毎日の宿題や自立活動や練習問題を

やる時間を計画し、計画に沿って取り

組んだ。 
時間 
曜日 

8:00-
13:15 

13:30- 
15:30 

16:30-
18:00 

18:30-
19:30 

19:30-:21:00 21:00 
以降 

月曜日 授業 練習

問題 
部活 休憩時

間 
復習  
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専門を学ぶ： 
• 対象児がどんなことに興味があるのかを探るための調査を行っ

た。対象児の 7 つの能力のうちを最も良くできる能力を探り出し

た。 
• 対象児にどんなことが向いているかを探った。 
• 対象児が選んだ 5 つの分野のうち、将来におけるニーズと長所と

短所を書きだした。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

• ルールや時間を守り、チームで活動する能力を促すために 4 人の

教員が、対象児に定期的に読書をさせた。読書をすることでその

本について感想や考えを対象児に書かせ、意見交換し、協議した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書した本 :  
Sh.イチンホルロー「人間発達」 
ション・コビー「思春期に身に付ける 7 つの習慣」 

6. 実施した活動

の成果、改善

点 

• 時間の使い方を学んだ。 
• 読書し、知的に評価できるようになった。 
• 将来の専門の方向性が分かるようになった。 
• 自分の意見や考えを表現し、他者と協力できるようになった。 
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7. 成果を振り返

り、評価した

担任の教員の

感想 

• 対象児の時間の使い方が良くなった。日記を書き、自分の時間割

表をもつようになった。 
• 欠席しなくなった。 
• 自分の目標をもつようになった。 
• 他者とのコミュニケーションを取るようになった。教員に対して

自由に意見を言うようになった。 
• 自分が何になりたいかについて考えるようになった。 
• 情報通信技術のエンジニアになるために数学、情報技術の授業を

より集中して取り組むようになった。また、その分野について調

べるようになった。 
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該当するカテゴリー：   
9. 行動（注意散漫） 

10. 行動（多動・衝動性） 
1. 学年 5 年生 
2. 実施期間 2018 年 11 月～2019 年 5 月 
3. 子どもの特徴、

学習において見

られる問題点 

集中力が続かない。自立して何かに取り組む能力がない。人の話を

聞かない。整理整頓が苦手。授業中に落ち着いて座れない。机の上

や椅子の上に立つことがある。教室から教員の許可を得ずに飛び出

すことがある。急に大きな声で歌いだすことがある。自分勝手な行

動が多い。 
4. 考えられる理由 対象児に対する家庭の注意が低いため、学習に遅れている。そのた

め、授業に全く興味を持たない。家を出て外を歩くことや PC ゲーム

をすることが多くなった。 
5. 合理的配慮、具

体的な支援内容 
学習内容、指導法における工夫、配慮 

• 対象児の席を一番前の列に配置した。 
• 対象児の隣や後ろの席に仲の良い友だちを配置し、一緒に

話し合い、授業に一緒に取り組むようにした。 
• 宿題を出す時に期日を指定する。 

施設・環境面における工夫、配慮 
特になし。 
周囲（クラスメート、他の教員、保護者など）に対する取り組み 
心理士に対象児を会わせ、積極的に勉強することについて話し合

い、助言した。 
 

 
学校の合唱部に参加するようになった。 
その他  
対象児は祖母と一緒に暮らしている。祖母が学校に来ることができ

ないため、連絡手帳を作ってやり取りした。 
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6. 実施した活動の

成果、改善点 
• 宿題を少なめに出すようにした。 
• 落ち着いて座るようにするために、時間を予め決めて座らせる

ようにする。 
• 宿題を文章ではなく絵で出す。 
• 対象児が興味を持っていることに基づいて宿題を出す。 

 
 
• 対象児は学校に早く来るため、授業開始前と後に教員と一緒に

低学年の子どもたちのノートの修正や宿題の確認などを行って

いる。 

 
7. 成果を振り返

り、評価した担

任の教員の感想 

        
以前は授業内容を最後までノートに書けなかった。 



55 
 

 
しかし、宿題を少なくし、期日を決めて取り組むようになってから

良くできるようになってきた。 
 

 
前は自分のものを整理することはなかった。 

 
授業中に勝手に席を立って歩きまわっていた。 
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現在 
対象児は集中力があまりなく、多動で落ち着いて座れなかった。席

に落ち着いて座って授業に取り組むようにするために、上述した内

容で指導したところ、対象児に変化が見られたことが担任としてと

ても嬉しい。 
クラスの中で自分のものを整理したり、マナーを守るようにするた

めに、対象児をクラスのリーダーにした。また、対象児は歌を歌う

ことが好きなので学校の合唱部に通わせた。さらに心理士に会わせ、

勉強することについて助言をしてもらった。これらの経験は対象児

に勇気を与え、頑張ろうという気持ちにさせたと思う。 
対象児の保護者と、連絡帳を通じてコミュニケーションを取るよう

になってから、対象児は朝早く学校に来て勉強するようになった。

PC ゲームをしなくなった。教員と話をし、図書館で本を読むように

なった。休みの時間を低学年の子どもたちのノートを修正して過ご

すようになった。今は 20～30 分間席に落ち着いて座れるようになっ

た。 
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